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昭和49年度

一般会計予算24億2，088万円を可決
開成中学校1億3.000万円など・・・・・・

一-32議案を可決一一

3月定例市議会

第144回 3月定例市議会は. 3月11日招集され会期を23日までの13日間と定め，市

長の施政方針演説(内容は市報に掲載済)があり，提出議案32件，継続議案 2件を原

案どおり可決いたしました。また市民の皆さんから出されました請願・陳情は別掲の

とおり決め，最終日には議員提案による「失業保険法の改善に関する意見書j r年金

制度の大幅改善に関する意見書」を満場一致て・可決いたしました。その他市政に対す

る代表・一般質問が行なわれました。

完成した神明公園

も な議案
万円。 財産収入 581万円。寄付金 1，145 改良 1，770万円。 県工事負担金 2，500万

万円，繰入金3，000万円。諸収入1億3，601 円。三番線改良費 1，200万円。向島線舗

万円。市債 6，220万円など。 装工事2，400万円。中野下水路工事1，800

(歳出) 万円。本町下水路工事 280万円。亀山公

打波地区集団移住補助 1，234万円。過疎 園聾備 800万円。 運動公園開査費 300万

パス運行補助 240万円。 交通安全対策費 円。北節区画筆理事業繰出金3，000万円。

647万円。 大野・勝山広域行政事務組合 大野地区消防組合負担金 1億0，082万円。

負担金 4，702万円。老人医療扶助 6，680 小学校児貧机 660万円。富田小学校プ一

万円。児童手当 3，797万円。 私立保育所 ル建設費 1，230万円。東小学校(仮称)

補助165万円。老人クラブ補助219万円。 建設基金 2，500万円。開成中学校第 1期

ごみ収集車 190万円。休日診療医師補助 工事費 l億3，070万円。私立幼稚園補助

180万円。国保会計繰出金 2，052万円。 141万円。移動芸術祭 100万円。など

富田農免道路舗装 206万円。 県，市単土 V昭和49年度大野市国民健康保険事業特

地改良司陣業費 819万円。圃場聾備事業補 別会計予算

助 3，263万円。 林業労務者対策費 290万 予算総額は6億2，267万円。前年度に比

円。林道改良質 490万円。 造林貸 1，541 してl億8，116万円の大幅な増と なってい

万円 (20ha)。中小企業近代化貸付金 l億 る。その主な原因は医療費の値上がり等

4，120万円。 城まつり委託料 150万円。 に伴うも ので， 1億7，075万円であ る。こ

魚止遊歩道改良貸 200万円。 道路改良質 れに充てる財源として，税収入を昨年の

5，138万円。道路舗装 6，909万円。河川 33%増を見込み約 6，138万円， 基金から

お
V昭和49年度大野市一般会計予算

予算総額 24億2，088万円。前年対比で

わずか 9.5%の伸び率で，国の総需要抑

制lをもろに受け，新規事業は全くない予

算内容である。特に市道の改良・舗装事

業は昨年より金額的に多少上回っている

が， 実質的には大幅な延長j成と なり，近

年にない縮小きれた予算規模である。し

かし開成中学校の建設問題，南小学校の

敷地確保の問題等多くの課題が残されて

おり，今後財源の確保を図り ，補正に期

待するものである。予算の主な内容は次
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のとお り。

(歳入)

市税 7億3，907万円。 地方穆与税 1，500

万円。自動車取得税交付金3，000万円。地

方交付税 8億3，200万円。交通安全対策

特別交付金 450万円。 分担金及負担金

3，828万円。使用料及手数料 4，446万円。

国庫支出金3億8，857万円。県支出金8，349
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V委員会委員の選任について

3月11日の本会議において，各委員会

委員の任期満了による改選が行なわれ，

次のとおり決定いた しました。
回

本会議(議案説明) ~ 

本会議(代表質問) j 

本会議(一般質問)

本会議(一般質問，追加議案

j 上程説明各案件
員会付託)

18日 委員会(産業経済・建設常任
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の取りくずし約 1，148万円， 一般会計か

らの繰入金 2，052万円などである。

V大野市国民健康保険条例の一部を改正

する条例

健康保険法の一部改正に伴い助産費 1

万円を 2万円に，育児手当 200円を 300

円に改定するもの。

V大野市道路線の偲定について

友兼区内 2号線 181mと義景 5号線

141.6m， 6号線 48m， 7号線56.5mは

日常生活に最も重要な道路であるため，

市道として認定した。

V昭和48年度大野市一般会計補正予算

今回の補正額は 2f意0，797万円を追加

し29億 2，984万円とした。

補正の主なものは次のとおり。

元競馬場用地費 6，968万円。財政調整積

立金 1億円。土地開発基金積立金 4，965

万円。北部保育所用地代増分 626万円。

大規模育首施設設置事業補助 166万円。

上庄機械利用組合補助 1，323万円。大野

自動車整備協同組合補助 103万円。県工

事負担金 2，272万円。駅東第 2土地区画

整理組合補助 100万円など。

これに要十る財源として市税 1，726万

円。地方交付税1億6，085万円。財産収入

1，504万円。市{貴 2，240万円など。 徳回石武本山

額が目立った。不用客自の中には，やむを

得ないこ事情がある としても日々物価が高

騰し ている現社会情勢下において，当初

計画された事業が遂行きれ，また有効適

切に他の事業に配分が可能とするならは

市にもた らす利益は多大なも のがあった

と恩われ.適正な予算編成が望ま れる。

2. 各種団体等に交付きれる補助金等で

あるが，補助金か委託料か判然としない

ものがあり ， またその交付基準がまこと

に薄弱で，従来の慣例に従って算定きれ

ている現状である。かかる行為は財政運

用の面か らも必ずしも好ましい状態 とは

いえず，統ーされた補助金交付規程の条

文化の必要が痛感きれたので，その成案

i重軽量重構 要 ト
決算審査特別委員会の報告

r
t
l
i
 

第142回 12月定例市議会において設置された決算審査特別委員会は.

より 2月13日までの問，付託を受けた議案第86号昭和47年度大野市歳入・歳出決

算の認定についてを審査した結果.次の意見・要望を付して認定することに決し

たので報告いたします。

l月24日

を検討きれるよう要望した。

3. 市民所得の伸長率は必ず しも順調と

はいえず，むしろ下降線をたどってい る。

歳入における市税の占める割合は， 25.6 

%と， 3割自治の域を脱しない状態であ

るので.市民所得の増大を図るよう格段

の努力を要望した。

過去6ヵ年にわたった財政再建も最終

年度に入り，幾多の困難な財政事情にも

かかわらず，極力消費的経費を抑制して

投資的経費に財源を充当，建設事業の遂

行を図り，ここに赤字を解消されたこと

は理事者の努力はもちろん，関係者の理

解と援助，市民の皆きんのたゆみない協

力のたまものと深〈敬意を表するもので

ても一挙に財政が豊かになるとは考えら

れず，健全財政の確立こそ最も重要であ

り，より重点的に，より効率的に大野市

振興計画を推進し，再び財政再建に陥ら

ないよう細心の配慮、をきれるよう要望し

平間源

。建設委員会

。杉本

帰山 静

広瀬巳佐 雄

o教育民生委員会

。推井清男

宮本

奥村忠光

o蛾会遭営委員会

。斉藤秀雄

宮本

林

た。

審査の過程で問題となった点は

1. 予算の執行状況は95.5%で全般的に

良好といえるが，各科目にわた って不用しかしながら，財政再建から脱しある。
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を誘致 して，市の産業構造の革新を図り ，

市民所得の増大を進めてい くべきである

と考えている。なお購貨力の流失防止に

ついては，なんとしても魅力ある高庖街

の形成カア裏であり，商工会議所とも十

分相談をして努力 していき たい。

第 17号里予大報会議市1 5. 昭和49.

農村の都市化・

近代化を図るため

基盤整備，

構造改善事業を促進せよ/

今日. 日本の食糧危機は緩めて深刻

な事態に直面していると考える。この意

味において農業の重要性を認識きれ，積

極的に取り組む必要性を改めて痛感する。

そのためには基盤整備を 1日も早〈完成

きせ，さらにその上に立って第 2次構造

改善事業を強力的に推進し，農業の省力

化・協業化を促進し，いわゆる近代化を

図りながら農家の生産意欲を高める。農

村の都市化こそ急務であ ると考える。こ

れらについての施策はどうか。当然農協

の合併，後継者の育成も大事な問題と考

えるが， どうか。

答 ご指摘のと おり農業の省力化・ 協業

化を進めるためには，基盤整備を 1日も

早 〈完成きせ，構造改善事業を進めて，

国際的に対抗できるような生産性を高め，

安定 した供給を確保していく必要がある

と思う 。そのため，当市も 5，000町歩に

及ぶ基盤整備をすべく努力している。ま

た構造改善事業を推進する ためには，農

協の力がぜひとも必要であ り，農協の一

本化についても時期をみて，早急に進め

ていきたい。後継者の問題は日本全体と

して極めて深刻な状況にあ ると思う 。質

の高い後継者の育成に力を入れていくべ

きであ り， 1つの 目的のもと に研修を行

なってい く必要がある。
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農業の近代化を目指す基盤整備寝業

請していきたい。

間 新しい産業を誘致して，市の産業構

造の革新を図るといわれているが， 従来

市が考えてきた工場誘致についての姿勢

が変わ ってきたように恩われる。市の工

場誘致についての基本的な考え方を伺い

たい。また既存産業の育成との関連にお

いて どの よう に対処していく のか。きら

に購買力の流失防止策をどのよ うに考え

ているのカミ。

工場誘致は福祉と生活とが調和のと

れた中で，今後とも行なわれなければな

らない。ご承知のとおり本市は非常に所

得の伸ぴが悪い。これは産業構造に大き

な後進性があるからだと思う。そのため

当然既存産業の確立を図るとともに，現

在本市の繊維産業は女子が中心を占めて

いることや，農業の機械化・近代化に伴

う余剰j労働力をどこに向けてい くか等を

考えて，新しい産業誘致を図り.既存産

業と競合しないような男子雇用型の工場

きらに今回の真名川ダム完成に伴い新規

の水源、ができ るがそれを一般的に調整効

果分といっている。これを真名川 に放流

するという県との約束を得ているが， 一

定した量ではない。市としてもこの 2つ

の問題解決のため最大の努力をしていき

たい。またぜひと も解決しなければなら

ない極めて重要な問題であるので，市民

一体となって国・県また北電に対 して要

|地下水不足，住民の不安

|また繰り返されるか

!真名川の水量増加がまず先決

|確保に全力を挙げて取り組め

既存産業の育成と工場誘致

市の基本的な考え方は?

水の問題については，現在地下水対

策審議会で論議きれているが，今日現在

をどうするのかということが緊急問題で

ある。毎年繰り返きれる地下水不足によ

る住民の不安をどう考えているのか。こ

れには水源を確保する以外に方法はない

が，この抜本策は真名川ダムによる新規

利水の確保であると思う。過去にどのよ

うな約束があろうとも，今日の社会にお

いて住民を無視した水の利用対策という

ものはあり得ないと確信している。これ

ら確保について積極的な活動を展開する

必要があると思うが， どうか。また真名

川ダム完成に伴い，新規の水いわゆる調

整効果分の水はどのようにな っているの

問

か。

答現在，地下水対策審議会で，当面の

対策ならびに将来の問題が論議きれてい

答る。私個人の判断で今どうするかという

ことは言われない。 早急に審議会の意見

を拝聴して対策を進めていきたい。現実

的に地下水位が大きく低下しているのは，

真名川の水量が少なく なっているのが 1

つの大きな原因であると思う 。この真名

川の水量を増やすためにはご指摘のよう

に昭和34， 5年ごろの協定にある下流の

生活用水・農業用水が十分に取り得るよ

う， またその量を明確に定めるよ う国 ・

県また北電に対して強く要望している。
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観光開発予算まったくなし/

市の総合的観光開発が望まれる

間 今回の観光予算内容をみると，果た

してこれが市長のいわれる本市の観光開

発を進める体制といえるかどうか。本市

は無尽の宝庫といわれる自然をいかにし

て開発していくか。そのため市街化区域，

農業振興地域そして森林資源地域，さら

には観光開発地域を定め，大きな構想、の

中で観光開発を進めるべきと考えるが。

答 市が観光開発を進める上において.

大野の恵まれたこの自然、をいかに保全い

いかに開発していくかを，大きな問題と

して考えていかなければならなしυご指

摘のとおり十分な予算とはいえないが，

市が単独でやるのではなし国・県の補

助を得て開発に努力していきたい。市の

観光開発については構想はあるが，具体

的な計画はな L、。将来の観光開発につい

て，全般的な計画をコンサルタントに委

託して試案を作るべきであると考える。

離g

農業と調和のとれた都市開発

その推進対策はなにか?

間 市長は施政方針演説の中て二農業と

調和のとれた都市開発を第 lに掲げて.

強力に推し進めたいといわれているが.

今日まで果たして農業と調和のとれた市

街地の改造が行なわれてきたかどうか疑

問である。今後どのような形の中で，調

和のとれた都市開発を推進していく考え

か伺いたい。

答 市街地の改造については，ご指摘の

とおり過去においてあまり金をかけなか

ったことは事実である。今日は市街化区

域・農業振興地域を明確に定めて土地利

用計画を立て，周辺の緑豊かな山，田園

等の中における、まちづくり'を進める

べきである。市民の自然愛護と水資源の

保全との相互保管の関係の中で進められ

るべきであり ，これが 、まちづ くり 砂の

基本であると考えている。そのため今日

市議会報大野

後6つの区画整理事業を進める。また都

市計画街路を早急に施行して市街地を秩

序整然たるものにし，住みよい，憩いや

すい環境整備を行なって市街地の開発を

進めていくべきと考えている。なお既存

の市街地は将来改造せざるを得ないと考

えているが.今直ちに実施できる かど う

か至難な問題である。

区画整理事業の遂行には

全力を挙げて取り組め

間 公共施設配置計画の審議の中で，学

校施設の用地確保と関連して.市街地区

域の南部第 2・第 3の区画整理事業を早

期に着工する必要性があると考えるが。

また市は今後，残きれている区画整理を

1日も早〈完成するよう積極的な姿勢が

望まれる。現在駅東第 2区画讐理事業が

組合施行で実施きれているが.市は今後

の区画整理事業をどのような形で推進し

ていくのか。

答今後.残きれている 6つの区画整理

事業に早急に着手し，完成させることは

当市の新しいまちづくりにおいて極めて

重要な問題である。 48年度. 49年度にわ

たって一応の試案をまとめ，現在調整を

進めている段階である。しかし今後，区

画整理事業の全部を市が進めることは極

めて困難である。 lつの事業を完成きせ

るのに少なくとも 5年前後の期間を要す

るので，今後も組合施行によって促進し

ていく必要があると考える。そのため組

合に対して，調査・設計費等の事務費を

2年間にわたって助成していきたい。な

おご指摘の南部第 2・第 3については早

急に試案を作り，現在行なっている北部

区画整理事業の終了をまって，十分検討

し施行していきたい。

まで 5つの区画整理.事業を完成させ，今 北部土地区画整理事業を視察する穣員
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ごみ焼却場の着工時期と

産業廃棄物の処理対策は?

間 各家庭か ら排出されるごみの量は年

々増大をしてお り，既存の施設では約50

%の処理能力 しかなし残りは野焼し，

埋立て をしている現状である。現夜，広

域行政事務組合で清掃施設を建てるべく

協議をされていると聞いているが，いつ

ごろ着工きれる見通しか。またこれと併

せて，産業廃棄物の処理が問題となって

おり，市はこれらの処理について環境保

全の立場から早急に対処する必要がある。

県では福井産業廃棄物処理協議会の中で，

企業1"IJが中心となって第 3セクタ一方式

で処理して いくよう確認きれたそうであ

るが， もし大野・勝山を中心と して，奥

越に処理施設を建てるべき要望が出され

た場合.市はどう対処してい く考えか伺

いたい。

答 清掃施設については，まず土地の確

保が問題となり 4カ所について交渉を

行なってきたが全部まとまらず， ょうや

く現在の大野市営のごみ焼却場に一応内

定した。なお現在，周辺の部落の了解を

取りつけるべく努力している。早急にご

理解を願い.49-50年度の 2カ年間で建

設したい。 6億 5千万円とい う多額の経

費がかかるので.今後の物価高騰等も十

分考慮、して 1日も早 く着工したいと考え

ている。産業廃棄物の処理については，

種別j的にやるのか， また地域的な問題も

あるので，県とも十分打合わせを して検

討していきたい。

出産の入院費を支給する

考えはないか?

間 今回，助産手当を 2万円に改正する

提案がなされているが，これと併せて出

産の入院費についても支給 していく考え

はないか。ちなみに三国町では 5万円支

給していると聞いているが。

答 この件については研究不足で，各方

面の実状を調査をしていない。出産の入

院費については多くの負担がかかること

でもあり，市として十分調査・検討して

努力していきたい。
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七問線の廷長工事

着工の見通しはどうか?

問 現在，駅東第 2!互i悩柊理事業が組合

市議会報大野

市政発展に意欲的な取り組みを

道路事業見通し:立たず……

実施計画事業まったくなし……

施行で実施 されているが， この区域中に 問 lti は問の総需要tijJ:IiIJに相応して昭和

七間線の延長工事が含まれている。 この

路線は， 今後区画!]~任理事業を進行する上

に最も重要となるが. その着工見通しは

どうか。

答 七間線については， すでに県の方に

49年度の予算編成に当たられたが，その

規模は骨格予算的要素が極めて'l!ji< ，伸

び半も 9，5%と県下被f氏の状況である。

市政に対する積極性に乏しし新規事業

については皆無という 誠 に寂しい限りの

は強〈要望 している。今年 はなんらかの 予算[人l谷である。特に 巾11(の日前生活に

形で着工されるものと 判断 している。 こ l直結した道路改良 ・舗装に L、たっては事

れが着工きれなければ，当然駅東第 2区

l曲j幣理事業は進展しな L、。 また司 この沿

線には消防庁舎の移転も 計画されており，

業が.ii主められる見通しが立たないという

声もでている。今日の物価高騰が大きな

要因であることは 卜分了解できるが， い

早急に着工されるよう 強〈 要請していき ろいろと歳入の耐を 判断 してもいま少し

第 17号 (5)

早急に望まれる市道の改良・舗装

国民宿舎を今年度中に

建てる計画があるのか?

?こ、、。 公共投資があ っても良かったと思われる 間 同氏宿合の往設について，実施，iI'l'lrj

七問線延長今年度中に着工されるか ?

悪臭防止法の地域指定

畜産振興の対応策は・.....

問 現干乞県より「悪臭防止法の地域指

定」につい て指導されているが， この指

定は畜産の振興という面で多大の影響が

あると 考 えられる。大野市環境保全条例

が可決された今日， この問題にどう対処

し，畜産の振興を図っていくつもりか。

答 指定を受けるかどうか，現在公存対

策審議会に対して諮問をしている。現状

から判断して， ざん新的な方法を取るべ

きでは ないかと思う 。審議会の結。治を待

って進めた L、。なお畜産の似興について

は，団地化を.iffiめる一方i，I以則的に:fJl.，(j

の終末処JlI!.の巧え方では{申ぴていかない

と与えている。そのため， FR.畑に還Iじ

する対策を議ずべきではないかと，己主n
i呼Yえ!リ?とともに併'先を辺めている。

カ¥ どうか。

答 国の総需要filli!liJの立場から，今後帰

力的 に運用せきるを得ないので， 6月の

補正を踏まえて A 応予算傾を定めた。今

後図の予算が定まる段階にお いて，果た

してどれだけ補助のワクがくるか緩めて

流動的な状態である。特に本市において

は，開成中学校の第 2期工事 が"十[削どお

り進められるかどうかとも、う極めて重要

な問題 を抱えている。 今後中央Yrrfに精

力的に働きかけ.実施計ifIliの遂行に努力

の中では49年度から:I(慶寺I也1ベに.'&，没す

ることにな っているが.今!IIJの 「りに，:1

卜ーされておら ない。 IIiはノjlC，l't'ドにおい

て建てる立思があるのか。

答 現干'1:，.t也1じとの間で u也を買収につ

いて努力し てい る。市として は， !f，!](li'i 
合の性'ftか ら巧ーえて大 きな1(11械をふー哨し

ているが， J也lじは.ill物の敷I也だけをイ号え

てい るの でまだ妥車占していなし、。今後 ど

も u也開発公社-::~-;で 1 ， 1，急に If].t也の交 i'j;. を

i.i主め，十JJWJの !J(j(jをj主Iえしていきたいの

をしていきたし、。 また市単土木事業につ なお今年!支は[E! の 総.("~:吹 trIJ ;[ìlJ により.汁i

いても.社会環境の盤備の観点に立って 合連設の'夫現i.t.不可能にj小、。

最子専の努力をしていきたい。

一一一一一一一一一

委員会の活動

-建設委員会

市民生活に直結した道路整備に

一大幅な予算補正を強〈要望

付託された議案 7f斗，請願8件.陳情

21午については、請願4件，陳情li'!二を

継続審資，陳↑i'i1件を不採択とした外は

可決 ・採択しま した。

7存議過程で問題とな った点{ム①dii立

の道路改良・舗装の予ti制が桜めて少な

いこと 。di1(の道路 ~~1liii に付す る要望は

恨めて';1:< . 特に j凶 ~UJ . i凶.'{:等日常'U，T

lこう必桜した道路TF備 に対する要引は深刻l

であリ . dil亡の切'_kな昭ij-、で もあ る。か

かる点 を卜分必，ii'l¥:の 上. 6月のflljjF0(' q 

に大中MなI科書nをされるよう ';1:<攻守!した。

②lじ競馬場跡地を調作し て巡動公[¥11に し

たいと の檎忽である 。 これが;~tiff I~ :.t Ii-I今に

当た っ ては，総介(I~J I'IJ附Iに、工ってx地す

るよう要望 した。

-教育民生委員会

一保育行政の所期の目的達成と

効果的な運営を強〈要望一

H託さ れた議案131'1'-，消防i2 1'1'-. 1;'東↑111

4i'!については，ド東'tl'j1 1lを継続得伐と

した外i.t.可決・係択 しましたο

得議のj凶f'iで1I1J足立とな 勺た以は.① 彩、

、i:i以ffμ!十におけるtill;iq外りと釈のIl1j:必であ
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る。この問題は.市の保育行政に対する

指導が適正に行なわれておらなかった た

め，市民に多大の影響を与えたというこ

とである。市の保育行政に対する立ち遅

れが最大の要因と 言わざ るを得ない。保

育行政の重要性にかんがみ，厚生省の監

査要綱に基づいて適正な指導を行ない，

保育行政の所期の目的達成と効果的な運

営が図られるよう要望した。②青年聞の

補助については，今日の社会情勢におけ

る多様化，複雑化に伴う人間疎外等の観

点か らいまこそ青年の健全な育成が急務

である。青年の団体活動を活発にし，組

織の健全な育成を図る必要があるので補

助金の増額について十分なる配慮を要請

した。

-総務委員会

一市職員の定数については

確固たる定員をもってー

付託された議案12件，請願H牛，陳情

3件については，陳情 2件を継続審査と

請願・陳情

12月定例会で継続審査となった陳情 3

11:， 3 月定例市議会で新しく提n~ された

請願・陳情23件は，各委員会で審告され

委員長から本会議に報伝して.次のよう

に決定しました。

採択したもの

・私立保育園への助成等について

大野市私立保育園保護者連合会

会長酒井勉外4，592名

・衡工会自民所への助成増額について

大野商工会議所会頭 松田確太郎

• r上庄のあゆみ」出版に対する助成に

ついて

上庄地区区長会長 橋本祝男外6名

・市道への編入について

友兼IR長橋本祝男外12-?';

市議会報大野

した外は可決 ・採択 しました。

審議の過程で問題とな った点は，①職

員の定員にあいまいな点がある。説明に

よると時に応 じて措置したいということ

であ るが，それは確固たる定員とはし、え

ない。必要最大公約数をもって定員と解

するもので，その点十分検討されるよう

要望した。②県有建物に対する敷地料の

問題。この敷地料については，建物の建

設時点において条件がまちまちであるが，

県の算定基礎は昭和44年の坪当たり 1升

の単価であ り，当市では坪当たり l升 5

合の現在価格で算定して地主に支払われ

ている現状である。この状態が続くとそ

の差額は膨大な額に達する。かかる県の

姿勢に対して速やかに是正の折衝をする

よう強〈要望した。

-産業経済委員会

一 農業，林業，商工業問題山積

各課の連けいを密にして一

付託きれた議案6件， 請願 1件，陳情

昭和49. 5. 1 

51'1-については.それぞれ可決 ・採択し

ました。

審議のj品税で問題となった点は，①土

地改良事業推進による人民不足の問題，

山林資源の造成と林業労務者優遇の問題，

あるいは工場誘欽，工場団地造成の問題

等。いずれも現在市が直面する重要な課

題であり.各課の連係を密にして善処す

るよう強〈要請した。②請願2号商工会

議所への助成増額については，年々その

増額を期しているが，広域商業診断につ

いて他町においてすでに実施されている

ところもあ り， その資料を十分検討 して，

市の実情にあっ た診断を行な うよう 要望

した。

陳情 1号繊維工業への助成栴額について

は、石油危機に よる繊維丁ー業の異常事態

設備の憐j立改持・jC:!(_、、またd1のE筑波保全

条例の迎mに1・|旬、繊維業J行の裂する経費

は膨大なも のがあリ、要望する金額を

i前たすには-d1の財政1)からして閤雑であ

るが、 制度融資等のT71額を行い極力主旨

に沿うよ う要望した。

-鍬掛~深井線の道路改良について ・教職員の待遇改善について

飯降区長 田中古左衛門外18名 大野市教職員組合執行委員長 羽田義任

・私道の市道移管について

泉町 3区区長伊藤繁外21名 継続審査となったもの

..維工業への助成増額について

大野織物工業協同組合理事長 斉藤政雄

・大規模共同育苗施設事撲に対する補助

金交付について

大針市農業協同組合組令長 本多良三

・葉たぱニ栽培振興への援助について

大'j!j'リi業たばこ耕作推進透申告協議会

会長南正雄

・県内私立保育園の危機に対する救済措

置について

福井県私立保育関連盟

会 長石間環外6私立保育園長

・阪谷土地改良事業への援助について

大野市阪谷土地改良区設立準備委員会

委員長 米村太四郎外11名

・市有地の無償払下げについて

下打波区長 桜 井 孟 外区民ー同

・国民パス蕨生ロ停留所に待合室築造補

助について

-中荒井第 1号踏切の改良について

中荒井町 1丁目 室 谷 保外51名

・市道への編入について

新塚原区長 松本真治外12名

・市道への編入について

古医長常秋範夫外25名

・南六呂師自然公圏内の開拓農道の市道

認定について

南六呂師区長 山腰与視外 1名

・道路拡幅(舗装)工事について

尾永見区長 酒井西左衛門外4名

・し尿汲取料金改正について

大野衛生設備K_K 木下 登外5業者

・ごみ焼却場の建設について

土布子松本一男外33名

・塵芥焼却場の建設について

勝山市i屋羽町下荒井区

代表者斉藤吉栄外3名

-工事金の前渡制度の実施について 蕨生区長下沢次松外 2医長 不採択となったもの

社団法人大野建設業会会長 山内武士 ・人権擁護委員大野地区部会事業費援助 ・国道 158号線の一部道路の付替等につ

・北部区画聾理区域外市道改良について について いて

中荒井町J1丁目 宗谷保外51名 人権擁議委員大野地区部会松旧操外31'， 悩井県内動車会議所会長 竹内武外 4名


